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令
和
２
年
度
決
算
認
定

令
和
３
年
度
補
正
予
算

コ
ロ
ナ
禍
の
２
年
度

　
　
　
　

そ
し
て

９月
定例会

第５回定例会（９月）の主な内容（開催：９月８〜10日）

　村長提出議案14件（決算認定６件、条例の一部改正１件、補正予算６件、

人事１件）と、議員提出議案１件について審議され、全件が認定・可決・

同意されました。

　令和２年度決算により、昨年度の東秩父村一般会計の歳入総額は30億

1113万1000円、歳出総額は27億3584万9000円で確定しました。歳

入歳出差引額の２億7528万2000円のうち7618万円は繰越明許費※等

で、実質収支額は１億9910万2000円の黒字になりました。

お知らせします 審議した議案と議員の賛否
上程された議案・概要・結果

○：賛成  ×：反対  欠：欠席

質
疑
数

結  

果

栗
島
廣
行

鷹
野 

明

百
瀬
浩
子

野
口
勝
則

田
中
秀
雄

高
野
貞
宜

渡
邉　

均

松
澤
公
一

令和２年度

決 算

一般会計 42 認 定 × ○ ○ ○ 欠 ※ ○ 欠

国民健康保険特別会計 1 認 定 × ○ ○ ○ 欠 ※ ○ 欠

介護保険特別会計 3 認 定 ○ ○ ○ ○ 欠 ※ ○ 欠

合併処理浄化槽設置管理事業特別会計 1 認 定 × ○ ○ ○ 欠 ※ ○ 欠

後期高齢者医療特別会計 認 定 ○ ○ ○ ○ 欠 ※ ○ 欠

簡易水道事業特別会計 認 定 ○ ○ ○ ○ 欠 ※ ○ 欠

条例の改正 手数料条例の一部改正 1 可 決 × ○ × ○ 欠 ※ ○ 欠

令和３年度

補 正 予 算

一般会計（第３号） 6 可 決 ○ ○ ○ ○ 欠 ※ ○ 欠

国民健康保険特別会計（第１号） 1 可 決 ○ ○ ○ ○ 欠 ※ ○ 欠

介護保険特別会計（第１号） 1 可 決 ○ ○ ○ ○ 欠 ※ ○ 欠

合併処理浄化槽設置管理事業特別会計（第１号） 可 決 ○ ○ ○ ○ 欠 ※ ○ 欠

後期高齢者医療特別会計（第１号） 可 決 ○ ○ ○ ○ 欠 ※ ○ 欠

簡易水道事業特別会計（第２号） 可 決 ○ ○ ○ ○ 欠 ※ ○ 欠

人 事 人権擁護委員候補者の推薦 同 意 ○ ○ ○ ○ 欠 ※ ○ 欠

議員提出議案
コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の
充実を求める意見書の提出について

議員全員の賛成を得ての提出のため、
あらためての採決はなし

[※ ]議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。 賛否同数の場合のみ、「議長裁決」として表明します(「裁」と記載)。

※年度内に事業が完了する見込みがなく、次年度継続の正当な
理由があるものについて、議会の議決を経て繰越す予算
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次
の
ペ
ー
ジ
は
「
村
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い
」
３
名
の
議
員
が
一
般
質
問

監
査
委
員
の
意
見（
要
約
）

　

代
表
監
査
委
員　

吉
野 

文
泰

緊
縮
財
政
の
実
現
が
急
務

　

令
和
２
年
度
の

実
質
単
年
度
収
支

は
１
８
０
７
万

８
０
０
０
円
の
黒
字

で
あ
る
が
、
こ
れ
は

財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ
る
財

源
確
保
が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
今

後
、
村
の
存
続
に
は
緊
縮
財
政
の
実
現

が
急
務
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
代
表
監
査
委
員
と
し
て
具
体

的
に
５
つ
ほ
ど
意
見
を
述
べ
る
。

①
村
の
財
源
は
基
金
の
取
り
崩
し
で
確

保
さ
れ
て
い
る
。
10
年
先
は
間
違
い

な
く
赤
字
財
政
と
な
る
。

②
令
和
２
年
度
決
算
に
つ
い
て
幹
部
職

員
か
ら
説
明
を
受
け
た
が
、
村
の
財

政
運
営
・
財
産
管
理
は
旧
態
依
然
の

ま
ま
で
あ
り
、赤
字
財
政
に
な
ら
な
い

よ
う
努
め
て
い
る
と
は
見
受
け
ら
れ

な
い
。仕
事
を
し
て
い
な
い
と
は
言
わ

な
い
が
、
前
年
を
踏
襲
す
る
業
務
で

満
足
し
て
い
る
。

③ 

２
億
円
超
え
の
教
育
費
の
削
減
の
た

め
、
小
学
校
中
学
校
は
小
川
町
と
の

統
合
を
提
案
す
る
。

④ 

企
業
誘
致
に
つ
い
て
、
令
和
２
年
度

の
決
算
書
の
中
に
は
一
切
出
て
い
な

い
。
移
住
促
進
住
宅
建
設
工
事
設
計

業
務
委
託
料
１
６
７
０
万
２
０
０
０

円
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
企
業
誘
致
の

予
算
で
は
な
い
。
過
去
を
見
て
も
計

画
は
な
さ
れ
て
い
な
い
と
推
察
す
る
。

⑤ 

幹
部
職
員
へ
の
意
見
。
決
算
審
査
で

い
ろ
い
ろ
意
見
を
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
が
、
19
億
円
で
の
歳
出
予
算

を
当
面
の
目
標
と
し
、
緊
縮
財
政
の

条
例
等
の
速
や
か
な
立
案
作
成
に
各

部
署
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

で
き
な
い
理
由
を
言
う
の
で
は
な
く
、

ど
う
す
れ
ば
村
を
変
え
ら
れ
る
か
、

そ
の
具
体
案
を
示
す
こ
と
。
管
理
職

と
し
て
の
能
力
を
最
大
限
引
き
出
し
、

責
任
を
果
た
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

当
村
財
政
は
依
存
財
源
に
よ
り
保
た

れ
て
い
る
中
、
自
主
財
源
確
保
の
た
め

の
施
策
が
見
受
け
ら
れ
ず
、
税
収
増
加

の
対
策
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
問

題
で
あ
る
。
企
業
誘
致
等
推
進
計
画
の

立
案
及
び
経
費
の
大
幅
削
減
を
目
指
し

た
施
策
へ
の
取
組
を
望
む
も
の
で
あ
り
、

議
論
が
広
く
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

す
る
。

　

ま
た
、
和
紙
の
里
関
連
施
設
指
定
管

理
業
務
委
託
料
の
う
ち
、
前
年
度
か
ら

約
４
０
０
万
円
増
額
に
な
っ
た
部
分
は

主
に
出
向
の
人
件
費
で
あ
り
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
目
的
・
結
果
が
明
確
で
は
な

く
効
果
の
検
証
が
必
要
で
あ
る
。
和
紙

の
里
関
連
施
設
の
維
持
管
理
費
は
膨
大

で
あ
り
、
和
紙
技
術
継
承
の
た
め
の
施

設
は
確
保
し
な
が
ら
、
施
設
整
理
な
ど
、

５
年
10
年
先
を
見
据
え
た
計
画
の
立
案

を
。

　

公
用
地
の
未
登
記
筆
数
、
財
産
取

得
に
つ
い
て
は
前
年
度
に
引
き
続
き
計

画
的
か
つ
適
正
な
対
応
に
努
め
、
有
効

活
用
が
見
込
め
な
い
財
産
に
つ
い
て
は

売
却
処
分
等
を
検
討
さ
れ
た
い
。
そ
の

筆
頭
は
旧
安
戸
診
療
所
跡
地
と
考
え
る
。

村
が
売
却
処
分
す
る
こ
と
に
よ
り
、
村

民
に
対
し
、
行
政
が
真
剣
に
東
秩
父
村

個
別
施
設
計
画
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
。

　

村
債
・
基
金
に
つ
い
て
も
今
後
を
見

通
し
た
計
画
的
な
運
用
を
。

　

村
税
は
前
年
度
同
様
に
高
い
徴
収
率

を
維
持
し
て
お
り
（
※
１
）、
村
民
の
納

税
意
識
の
高
さ
に
加
え
、
徴
収
担
当
職

員
の
努
力
は
大
い
に
評
価
で
き
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
当
村
の
財
政
力
指
数

は
前
年
同
様
０
・
２
０
５
。
県
内
市
町

村
で
は
最
低
値
で
あ
り
、
財
政
力
の
弱

さ
が
顕
著
に
表
れ
て
い
る
（
※
２
）。

※
１　

現
年
課
税
分
と
滞
納
繰
越
分

を
合
わ
せ
た
全
体
の
徴
収
率
は
99
・

９
％
。
現
年
課
税
分
に
お
い
て
、
個

人
住
民
税
及
び
固
定
資
産
税
を
除
く

議
員
提
出
議
案（
要
約
） 

　

議
員
の
総
意
に

よ
り
議
案
１
件
が

提
出
さ
れ
、
鷹
野

明
総
務
産
業
常
任

委
員
長
が
提
案
の

主
旨
を
説
明
し
ま

し
た
。

「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
厳
し
い
財
政

状
況
に
対
処
し
地
方
税
財
源
の
充

実
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て
」

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
よ
り
、
来
年
度
に
お
い
て
も
財
政
難

が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
に
直
面
す
る
中
、

令
和
４
年
度
地
方
財
政
対
策
及
び
地
方

税
制
改
正
に
向
け
、
国
に
対
し
、
地
方

税
財
源
の
確
保
の
た
め
の
施
策
を
強
く

要
望
す
る
も
の
で
す
。

実質単年度収支…歳入と歳出の差額から、収支を
調整する要素（基金の積立てや取崩し、地方債の
繰上げ償還など）を除いたもの。

す
べ
て
の
税
目
が
徴
収
率
１
０
０
％
。

※
２　

財
政
力
指
数
は
、
自
治
体
の
基
準

財
政
収
入
額
÷
基
準
財
政
需
要
額
の
過

去
３
年
の
平
均
値
。
県
内
ト
ッ
プ
は
戸

田
市
で
、
毎
年
１
・
２
強
。
入
間
郡
三

芳
町
と
和
光
市
が
１
・
０
７
前
後
で
続
く
。
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保健センター保健センター
新設・移設の新設・移設の
構想は？構想は？

百
も も せ

瀬浩
ひ ろ こ

子 議員

①	東秩父村が出資している法人の概要と出資の

実施状況や経営状況等の公開について

②	東秩父村地域福祉基金条例にて設置された東

秩父村地域福祉基金について

③	今年度新設されたボランティア活動への支援

について

野
の ぐ ち

口勝
かつのり

則 議員

①	避難情報発令に係る村の体制について

②	購入用地の活用について

栗
くりしま

島廣
ひろゆき

行 議員

①	村の災害対策について

東
秩
父
村
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
等
に
つ
い
て
、
行
政
に
考
え
を
聞
く

の
が
一
般
質
問
。
議
員
は
政
策
提
言
も
含
め
て
質
問
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
持
ち
時
間
は
答
弁
も
含
め
て
60
分
で
、
内
容
は
自
由
で
す
。

こ
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、
議
員
本
人
が
一
般
質
問
の
一
部
を
抜
粋
し
て
執
筆
（
要
約
）
し
た

も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

村
政
の

こ
こ
が

聞
き
た
い

３
名
の
議
員
が

一
般
質
問

一般質問

東秩父村地域福祉基金…在宅福祉の推進など、地
域における保健福祉活動の振興を図るため、平成
３年設立。平成16年に条例を一部改正し、目的
に掲げる事業に限り、一部または全部の処分が
可能となった。当初より運用収益分を社協への
補助金等に充ててきたが、近年は利息が乏しい。
令和２年度末残高は１億2620万7362円。

福祉拠点の整備

問 平成3年の東秩父村地域福祉基金 設置当

初、福祉行政の事業構想の中には大規模災害

への備えや疫病のまん延防止などといった、村民の

生命、身体に大きく関わる事態を想定した構想は、

現実味を持ってなされていなかったように思いま

す。

　例えば、村の福祉拠点施設である保健センターに

隣接する駐車場は狭く、集団検診等の際は川の対岸

へ５分程歩いたグラウンドを駐車場にしています。

そこへ行くにも車１台がやっと通行できる程度の小

さな橋を渡る必要があり、橋からグラウンドへ至る

道においても対面通行ができない状況にあります。

　防災、防疫を視野に捉えた今の時代、これからの

時代に見合った福祉拠点としてふさわしい整備の必

要性を感じます。単に建物の老朽化による修繕と

いった見立てにとどまることなく、基金を活用した

保健センターの新設、移転等の構想を練るべきと考

えますがいかがでしょうか。

答 令和３年３月に策定された東秩父村個別施設

計画では、保健センターは、住民の健康を維

持し、住民に密着した総合的な保健サービスの充実

を図るために必要な機能があり、災害時拠点の役割

も担っていることから「現状維持」の施設です。

　今後の方向性は、中長期の修繕計画により適正に

維持管理していくこととし、現段階では基金の活用

も新設・移転等の構想もありませんが、平成29年

４月に策定された東秩父村公共施設総合管理計画で

は、建築後29年（令和３年では34年）が経過して

大規模改修の時期を迎え、改修費には約２億円が必

要と想定されています。

　今後大規模改修工事を実施する際は基金の活用も

検討します。

百瀬議員の主張  村は既存の計画に慢心することなく、

時代の変化や社会の機微を捉え、村民の安全と安心を

象徴する「福祉の砦」の構想を練り、築くことに果敢に

取り組むべき！

個別施設計画に基づき
修繕しながら現状維持

村長

タブレットについての意向調査…執行部で村民
対象の調査を行う考えがないとのことで、議会で
は10月に総務産業常任委員会からのアンケート
を実施しました。

計画策定済み104名…民生委員に委託して作成
している災害時要支援者名簿の中から、本人の同
意を得て順次策定しています。

百瀬浩子百瀬浩子議員議員
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次
の
ペ
ー
ジ
は  

９
月
定
例
会 

質
疑
応
答 

（
抜
粋
）

災害対策の補完を！

問 台風19号襲来時の、村における情報収集、

警戒体制の配備、災害対策本部の設置時期、

避難所の開設及び運営等に関する反省点は。減災の

工夫はできていたか、また消防団との協力体制は。

答 私が登庁した夕方５時には、消防団は既に独

自の指揮系統を活かして団員を各地域に配置、

対応されていました。答弁としてまとまりませんが、

これを機に、村職員及び消防団一丸の防災体制に、

あらためて、心して取り組んでいきたい。

問 指定緊急避難場所で配布された食料、飲料は

どのようなものでしたか。

答 アルファ米、乾パン、ビスケット、缶詰パン、

野菜ジュース、みそ汁、ラーメン、飲料水を、

306人３日間分配備しました。避難者が実際に利

用した非常食は、缶詰パン120缶、２ℓの水12本、

野菜ジュース90缶でした。

問 土砂災害警戒区域に居住している住民に対し、

警戒区域内であるという認識と理解を深める

必要があります。個別訪問をしては。

答 栗島議員のおっしゃるとおりです。令和４年

の３月には新しいハザードマップを配布予定

であり、個別訪問について、職員、議員の皆さんと

協議・検討しながら対応していきたいと考えます。

問 個別避難計画対象者は何人ですか。個別避難

計画作成終了はいつですか。

答 避難行動要支援者名簿登録者は690名です。

その中で個別避難計画が策定できているのは

104名 。今後、関係課と調整し、真に援助が必

要な方への計画策定を進めていきたいです。

問 指定緊急避難場所に収容できるのは320人

とのことですが、８月１日時点の本村人口は

2658人。大災害時にあふれてしまう人たち、また

全員収容可能な方法についてはどう考えますか。

答 福祉避難所を足すと420人になりますが、

それでも人口の17％ほどです。学校の開放

やグラウンドでの車内避難等まで含めても30〜

50％なため、今後の大災害に備え、なるべく多く

の方が安全に避難できる対応を考えていきます。

職員・消防団一丸の
防災体制必須を痛感

村長

栗島廣行栗島廣行議員議員

避難計画作成、避難計画作成、
村民への村民への
周知を周知を

問 人口に対する避難所収容人数の比率14.7%

を踏まえ、より危険性の高い避難対象世帯の

絞り込みの必要を感じますが、村の見解を伺います。

答 東日本台風では、避難勧告を村内全域に発令

したことで災害リスクの低い居住者の避難や

避難の必要について問い合わせがあり、その反省を

踏まえ発令対象地域の絞り込みを検討していきます。

問 避難所収容人数をより多く確保する必要から、

過去の質問で学校校舎の開放を提案しました。

その後の学校側との協議では、避難所開設時に速や

かに開放できる体制が整っているのか伺います。

答 避難所として校舎の開放を協議しており、教

職員の役割分担等の対応マニュアルを策定し

ました。村の災害対策本部と連携し、村職員ととも

に避難所運営を行うこととなります。休日等で教職

員が学校にいない場合においても、速やかに避難所

開設ができるように体制が整っております。

問 各避難所運営については職員２名の体制と定

めているようですが、東日本台風の避難時に

は、避難所によっては１名で対応していた事実を確

認しています。実情としては職員の召集や配置につ

いても的確な指示ができておらず、職員の統制も取

れていなかったと感じますが、見解を伺います。

答 人員配置が１名だったことは申し訳なかった

と思います。今後は教訓を活かし迅速な職員

召集や指示、統制が図れるよう努力していきます。

問 避難所開設の対応等、初期の段階で取るべき

行動を想定した訓練をしておく必要があると

感じますが、今後行う考えはありますか。

答 避難情報発令に伴う避難所の開設対応訓練や

災害初期段階を想定した訓練を実施します。

問 タブレット更新についての意向調査の実施や、

利用促進として地域や村の団体等の情報を、

村が窓口となって配信を行ってはどうですか。

答 機器導入に関する意向調査の考えはありませ

ん 。災害時に屋外放送が聞こえにくい世

帯があるので今後もタブレット端末が必要との結論

に至りました。配信内容の見直しは必要と思うので、

住民に必要な情報配信を前向きに検討していきます。

職員も避難所開設対応
訓練を実施していく

村長

タブレット全戸配布の予定

野口勝則野口勝則議員議員

役場組織の役場組織の
災害体制を災害体制を
問う！問う！
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９
月
定
例
会　

質
疑
応
答　

全
56
件
か
ら
抜
粋

 
業
務
の
遅
滞 

ま
た
も　

し
て
し
ま
い
、
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

作
業
上
で
主
要
か
つ
最
も
大
変
な
部
分
は

本
会
議
の
音
声
を
文
字
に
起
こ
す
と
こ
ろ
で

す
。
業
務
の
８
割
９
割
は
そ
こ
で
終
わ
っ
て
い

た
段
階
で
、
残
り
の
部
分
が
終
わ
っ
て
い
な

か
っ
た
状
況
で
あ
り
、
不
適
切
な
事
務
処
理

が
一
部
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

（
副
村
長
）

問

な
さ
れ
る
べ
き
業
務
が
、
な
さ
れ
る
べ

き
タ
イ
ミ
ン
グ
で
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
や

る
べ
き
人
が
や
る
べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ
で
し
な

か
っ
た
の
が
原
因
で
、
私
が
知
っ
た
限
り
で

は
こ
れ
は
相
当
前
か
ら
の
問
題
。
こ
の
長
期

間
に
わ
た
る
業
務
の
停
滞
に
、
８
割
９
割
終

わ
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
は
違
う
と
思
う
。

ま
た
今
回
、
払
う
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
払

う
べ
き
で
は
な
い
も
の
ま
で
払
っ
て
し
ま
っ

令
和
２
年
度
一
般
会
計
決
算

会
議
録
調
製
業
務
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　

56
万
３
８
８
２
円

問

先
の
全
員
協
議
会
で
も
報
告
が
あ
っ
た

が
、
昨
年
度
か
ら
村
Ｈ
Ｐ
に
お
い
て
会
議
録

が
更
新
さ
れ
て
い
な
い
問
題
が
あ
り
、
ひ
い

て
は
会
議
録
そ
の
も
の
が
で
き
て
い
な
い
と

の
こ
と
。
し
か
し
な
が
ら
決
算
書
の
議
会
費

の
と
こ
ろ
で
は
、
令
和
２
年
度
分
に
つ
い
て

は
会
議
録
調
製
業
務
委
託
料
は
支
払
い
が
完

了
し
て
い
る
。
事
故
繰
越
扱
い
に
も
な
っ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
納
品
さ
れ
て
い
な
い
も

の
に
対
し
て
支
払
い
が
さ
れ
て
い
る
と
取
れ

る
が
、
そ
の
点
を
税
務
会
計
課
長
に
伺
い
た

い
。	

︵
野
口
︶

答

年
間
計
で
56
万
３
８
８
２
円
に
な
る
が
、

伝
票
は
本
会
議
ご
と
で
１
件
当
た
り
30
万
円

以
下
の
た
め
、
議
会
事
務
局
長
が
自
身
で
検

査
検
収
、
起
票
、
決
裁
し
た
も
の
と
考
え
ま

す
。
支
払
伝
票
に
会
計
上
の
問
題
が
な
い
た

め
支
払
い
ま
し
た
。 

（
税
務
会
計
課
長
）

問

税
務
会
計
課
長
と
し
て
は
当
然
の
対
応

と
思
う
。
た
だ
、
納
品
の
な
い
も
の
に
つ
い
て

の
支
払
い
が
、
決
算
書
で
は
何
事
も
な
か
っ

た
か
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
、
村
長
ま
た
は
副
村
長
に
伺
い
た
い
。

	

︵
野
口
︶

答

今
お
聞
き
し
た
件
に
つ
い
て
、
伝
票
と
、

議
会
事
務
局
長
へ
の
事
実
確
認
の
時
間
を
い

た
だ
き
た
い
。 

（
副
村
長
）

　

（
暫
時
休
憩
）

答

確
認
し
た
事
項
を
報
告
し
ま
す
。
会
議

録
の
作
成
業
務
は
業
者
に
委
託
し
て
お
り
ま

す
。
事
務
の
流
れ
と
し
て
は
、
本
会
議
中
の

録
音
デ
ー
タ
や
資
料
を
業
者
に
送
り
、
文
字

に
起
こ
し
て
も
ら
い
、
こ
れ
を
議
会
事
務
局

長
が
校
正
、
執
行
部
に
回
覧
し
、
業
者
に
返
送
、

業
者
は
修
正
し
製
本
し
た
も
の
を
納
品
し
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
用
の
デ
ー
タ
を
会
議
録
検
索

シ
ス
テ
ム
に
登
録
し
ま
す
。
こ
こ
ま
で
が
業

務
委
託
内
容
で
す
。
業
者
で
は
、
令
和
２
年

度
中
に
文
字
起
こ
し
ま
で
は
完
了
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
議
会
事
務
局
長
は
校
正
作

業
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら

ず
、
業
者
に
請
求
書
の
提
出
を
依
頼
、
全
て

の
業
務
が
完
了
し
た
形
で
支
払
い
を
し
て
し

ま
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
修
正
・
製
本
・
デ
ー

タ
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に
登
録
す
る
と
い
っ
た

部
分
が
行
わ
れ
ず
、
不
適
切
な
事
務
が
発
生

❸の作業を滞らせていたもの
の、年度当初予算に沿って委託
料を支払うために、事務局長は
概算での請求書作成を、困惑す
る業者に依頼。

業者では、もともと作業別では
なく本会議ごとの一連の業務で
の契約であることから、長期間
の作業の停滞や村の会計年度内
に完了しないことは想定外であ
り、しばしば❺の書面の返送を
催促していたとのことです。

❶〜❻を一括で、会議録調製業務
として契約しています。
本会議ごとに同様の手順で会議録
が作成されます。

会議録調製業務の流れ

令和２年度 本　来

事務局長…本会議終了後、音
声データと資料を業者に送る。

業者…音声データと資料を元
に、本会議中の音声を全て文
字にし、印刷した書面を事務
局へ送る。

事務局長…音声を聴きながら
会議録の内容を確認。

執行部…事務局から執行部
に回覧して修正箇所を確認。

事務局長…書面を業者に返送。

業者…字句等修正した会議
録を製本、納品。会議録検索
システムにデータを登録。

●1

●2

●3

●4

●5

●6

事務局長…本会議終了後、音
声データと資料を業者に送る。

業者…音声データと資料を元
に、本会議中の音声を全て文
字にし、印刷した書面を事務
局へ送る。

事務局長…音声を聴きながら
会議録の内容を確認。

●1

●2

●3
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次
の
ペ
ー
ジ
は
「
み
ん
な
の
声
」
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
利
用
者
の
声
は

た
。
法
的
に
も
問
題
が
あ
る
と
思
う
が
、
誰

が
ど
う
責
任
を
取
っ
て
ど
う
対
応
す
る
の
か
。	

	

︵
野
口
︶

答

事
務
局
長
に
つ
い
て
は
執
行
部
で
人
事

異
動
案
を
組
ん
で
議
会
へ
提
案
し
、
議
長
に

任
命
し
て
い
た
だ
い
て
職
務
に
当
た
っ
て
い

ま
す
。
提
案
し
た
執
行
部
と
し
て
も
責
任
は

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
方
で
職
員
の
人

事
に
関
す
る
こ
と
の
た
め
、
執
行
部
は
中
立

に
や
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
立
場
で
、

外
部
か
ら
の
介
入
は
な
る
べ
く
避
け
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
情
も
あ
り
ま

す
。
今
回
、
議
員
に
ご
指
摘
を
い
た
だ
き
、
事

務
の
不
適
切
な
部
分
に
つ
い
て
審
議
を
通
じ

て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
さ
ら
に
事

実
関
係
を
確
認
し
た
上
で
、
今
後
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
適
切
で
あ
る
か
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
副
村
長
）

	

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
平
然
と
行
わ
れ
る
よ

う
で
は
い
け
な
い
。
ま
た
発
見
で
き
た
タ
イ

ミ
ン
グ
で
素
直
に
明
ら
か
に
し
て
い
く
べ
き
。

村
の
多
く
の
職
員
は
ち
ゃ
ん
と
業
務
を
行
っ

て
い
る
。
職
員
や
村
民
の
皆
さ
ん
が
﹁
適
切
﹂

と
理
解
、
納
得
で
き
る
よ
う
な
対
応
で
な
い

と
、
今
後
、
議
会
、
執
行
部
含
め
て
問
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
と
思
う
。	

︵
野
口
︶

問

こ
の
件
に
つ
い
て
は
業
者
と
よ
く
確
認

し
、
事
実
に
沿
っ
た
会
計
処
理
に
修
正
で
き

る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
は
。	

︵
栗
島
︶

答

議
員
の
ご
指
摘
を
踏
ま
え
、
検
討
し
て

い
き
ま
す
。 

（
副
村
長
）

　令和３年６月定例会から、本会議の３日前頃

を目安に、一般質問の発言者や質問事項、審議

する議案名などの大まかな日程、また別に議案

の概要について、村ホームページ上とタブレッ

トでそれぞれ告知しています。

　タブレットでは、その本会議の記事が掲載さ

れる村議会だよりの発行前までを目安に、全質

疑応答の要約の配信も始めました。次の定例会

開催前日までご覧になれます。ほか、村議会だ

よりの発行に合わせ、スペースの都合で紙面に

は一部しか載せられない、それでも議員が皆さ

んに伝えたいと思う一般質問や答弁の内容を、

短縮版で配信することもあります。

　臨時会では、一般質問がなく議案数も少ない

ことが多いため、日程と議案の概要をまとめた

ものを配信する場合があります。議員改選時の

臨時会では、日程等の配信が間に合わないおそ

れもありますが、ご容赦願います。

ホームページとタブレットで
議会情報配信中

お知らせ

議
会
よ
り

　

現
在
、
東
秩
父
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
令
和
２
年
６
月
定

例
会
以
降
の
会
議
録
の
掲
載
が
遅
れ
て
お
り
、

大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
会
議
に
際
し
て
は
、
会
議
録
署
名
議

員
が
２
名
ず
つ
指
名
さ
れ
、
の
ち
に
冊
子
と

し
て
で
き
あ
が
っ
た
会
議
録
に
、
内
容
に
相

違
の
な
い
こ
と
を
証
し
て
署
名
し
ま
す
。
完

成
ま
で
に
別
表
の
よ
う
な
作
業
が
あ
る
た
め
、

本
会
議
か
ら
実
際
の
署
名
ま
で
は
時
間
差

が
あ
る
の
も
事
実
で
す
が
、
作
業
が
遅
れ
て

い
る
こ
と
、
ま
た
、
議
会
に
つ
い
て
、
東
秩

父
村
の
皆
さ
ん
、
本
村
以
外
に
お
住
ま
い
の

皆
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
大
事
な
場
で
も
あ
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
が
更
新
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
に
、
多
く
の
議
員
が
気
づ
い
て
お
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
重
ね
て
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

本
年
10
月
か
ら
は
、
作
業
終
了
次
第
で
令

和
２
年
度
本
会
議
の
会
議
録
掲
載
を
再
開
し

て
お
り
、
１
日
も
早
い
業
務
の
正
常
化
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

反
省
・
協
議
し
、
こ
の
よ
う
な
事
態
の
再

発
防
止
の
た
め
、
議
会
全
体
で
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
村
民
の
皆
さ
ま
の

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。



 議会だより編集委員会

委　員　長　野口　勝則
副委員長　渡邉　　均

委　　員

栗島　廣行・鷹野　　明
百瀬　浩子・田中　秀雄
高野　貞宜・松澤　公一

編・集・後・記

みんなの声
子育て支援センターで

聞きました！
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・豊かな自然の中で伸び伸びとした子育てが
できるのが大きな魅力。

・周りの人に何かと助けてもらっていてあり
がたい。

・自然がたくさんあって、周りに気兼ねせず
伸び伸びと遊ばせることができる。

・外で遊んでいると近所の人が声をかけてく
れたり、自分の孫のように接してくれる。

・人口が少ない分、変な人も少なそうで　　
都会より安心。

東秩父村で
子育てをする良さは？

・先生がいつも温かく迎えてくださり、いろいろな
行事の体験を通じて子どもが成長できている。

・自由に遊ばせてもらえ、子供がよく動いてくれる。

・子育ての相談がしやすい。
　悩み事や不安な事がすぐ聞ける。

・おもちゃや本がたくさんあり、ここで子供の好み
を知って、家でそろえることができる。

・子供と一緒にダンスや工作ができて嬉しい。

・同じ年の子や年齢が違うお友だちとも一緒に遊べ
て刺激になる。

子育て支援センターの
良さは？

・子供が遊べる場所や施設がもう
　少しほしい。

・安心・安全に子育てができる村に
なってほしい。

・子供が増えて、子供の声で賑わう
環境になってほしい。

・子供からお年寄りまで安心・安全
に暮らせる村。

これからどんな村に
なってほしいですか？

江江
え は らえ は ら

原原  裕裕
ゆ みゆ み

美美さんさん

　　　　　　朱朱
あ や ねあ や ね

音音ちゃん	ちゃん	

髙髙
たか だた か だ
田田  彩彩

あ や なあ や な

奈奈さんさん

　　　　　　結結
ゆ あゆ あ

愛愛ちゃんちゃん 山山
やまぐちやまぐち

口口  美美
み きみ き

紀紀さん		さん		

　　　　　　歩歩
あ ゆ むあ ゆ む

睦睦くんくん

表 紙 写 真  安戸河原のヒガンバナ（シリーズ「村に咲く花々」）　

傍聴時のお願い
入場前に、入り口にて氏名・
住所をご記入ください
─────────────
議場では、マスクの着用を
お願いします─────────────
議場は開会中いつでも入退
場できますが、傍聴席以外
への立ち入りはできません
─────────────
議事進行中はお静かに願い
ます

 11月30日（火）
10時 開会予定です

次回定例会の予定
　住民の皆様には、日頃より議会への
ご理解とご協力を賜り誠にありがとう
ございます。
　さて、本定例議会では令和２年度決
算認定６件を含む議案15件の審議が
ありました。監査委員からは村の財政
運営について厳しい意見があり、議員
からもこれまで以上に多くの質疑があ
りました。
　中でも、議会事務で不適切な処理
が生じていたことにおいては、議会の
責務について、より視野を広げて取り
組む必要を議員一同痛感しております。
引き続きご指導ご鞭撻をよろしくお願
い申し上げます。

傍聴に行こう！

９月定例会の傍聴者数は

のべ７人でした

渡渡
わたなべわたなべ

邉邉  絵絵
え り のえ り の

里乃里乃さん	さん	

　　　　　　舞舞
ま り さま り さ

里桜里桜ちゃんちゃん

西西
にしにし

  仁仁
ひ と こひ と こ

子子さんさん

　　　　愛愛
え まえ ま

稀稀ちゃん	ちゃん	

奈奈
な らな ら

良良  比比
ひ ろ こひ ろ こ

呂子呂子さんさん

　　　　　　裕裕
ゆうしんゆうしん

心心くん（左）		 くん（左）		

　　　　　　萩萩
しゅうたしゅうた

太太くん（右）くん（右）


